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採用以外の人材不足対策 「既存スタッフの育成」53.7%
―複数施策を併せた一体的な取り組みを―

2023年1月
株式会社リクルート

ジョブズリサーチセンター
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Q 人材不足への対策として、採用以外でもっとも力を入れていることは何ですか？

少子高齢化により働き手の減少が進んでいます。今回は、採用以外でもっとも力を入れている人材不足への対
策について、経営者や採用担当者に伺いました。

全体では、「既存スタッフの育成」が53.7%と過半数を超え、次いで、「不要な業務の見直し・削減」22.5%、
「業務の機械化・DX化」16.7%と続き、人材育成型と業務効率型に分類すると、5：4の割合となりました。

業種別に見ると、飲食業では 「既存スタッフの育成」57.9%が全体と比較して高く、一方で「不要な業務の見
直し・削減」は15.8%と低い結果であり、人材育成型の割合が他業種と比較して高いようです。弊社が行った
「飲食業での働き方の実態・イメージ調査」によると、飲食業に就業している人の辞めようと思った理由と飲食業を
辞めた人の離職理由で多かったのは、給与への不満と並んで、仕事量の多さ・体力的なきつさを理由とした労働
負荷に関するものでした。

飲食業に限らず、人材不足のしわ寄せが既存スタッフにばかりいってしまっては、離職者を増やし、より人材不足
を悪化させることにつながりかねません。スタッフの育成と同時に、無駄な業務がないか、人ではなく機械で代替す
ることができないか、など、その他の方法も一体的に取り組んでいくことが求められるのではないでしょうか。

●アンケート実施期間：
2022年12月16日～12月22日

●有効回答数：484人
●対象：人材インフォメールマガジン会員

●本レポートに関するお問い合わせ先
株式会社リクルート ジョブズリサーチセンター jbrc@r.recruit.co.jp

●その他のアンケート結果はこちらから
https://jbrc.recruit.co.jp/tag/tag_38.html

1

＜参考値：回答数nが30未満＞

既存スタッフの育成
不要な業務の
見直し・削減

業務の機械化・
DX化

その他

(%)

※レポート内の数値は、集計結果の小数点第2位を四捨五入しているため、構成比の合計が100にならない場合があります。

人材育成型 業務効率型

39.2

53.7

57.9

52.2

50.9

50.7

49.5

44.8

41.4

88.0

59.2

22.5

15.8

23.9

25.5

24.0

26.8

20.7

27.6

4.0

22.5

16.7

17.5

21.7

18.2

17.3

14.4

20.7

24.1

4.0

14.1

7.0

8.8

2.2

5.5

8.0

9.3

13.8

6.9

4.0

4.2

全体(n=484)

飲食業(n=57)

医療・福祉関連業(n=46)

小売業(n=55)

製造業・建設業(n=75)

サービス業(n=97)

運輸業(n=29)

人材サービス業(n=29)

情報通信業(n=25)

その他(n=71)
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